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０ 基本の＜き＞

・自分にできないことを、他人に要求しない！

１ はじめに

・コメントは 1）書き手の言いたいことに沿ってその意図がよりよく通じるよう

に示唆を与え、2）論旨の欠陥や議論の問題点を指摘し、3）ありうる批判を予

測して書き手にデイフェンドするための知恵を授ける、ためにあります。

・コメントと批判は違う。だから揚げ足取りや、ためにする批判をしない

・コメントと反論は違う。だから自分の異論や反論はおしつけず、論文が発表

された後に、あらためて書評や論文のかたちで発表する。

・問題点を指摘した場合には、「なら、どうする」という代替案を示すのが親切

です。

２ 内在的コメント

・内在的コメントとは、書き手の論旨や主張に沿って、それを受け入れたうえ

で、なおかつ論旨の非一貫性や、不徹底さ、その拡張や応用の可能性について、

書き手に代わって、示唆するものです。

・全体の構成・目次

・論理展開や理論・概念装置

・先行研究や調査データの網羅性や解釈

・論旨の妥当性・説得力

・

３ 外在的コメント

・書き手の射程に含まれない視点からの、限界や欠陥を指摘します。書き手は

しばしば自分の構図のなかにとらわれて、自分のアイディアを大局的かつ相対

的に見ることがむずかしいものです。それを外在的な視点から指摘することで、

書き手の射程や地平をいっきょに拡大することができます。外在的コメントも

また、書き手の趣旨や意図をよりよく表現するための示唆であり、書き手を否

定するためのものではありません。

・外在的コメントはないものねだりに堕しがちである。そこにすでにあるもの

をポジティブに評価し、ないものをあげつらうのはやめる。ひとつの論文が対

象とすることがらのすべての要因について網羅している必要はない。ただし欠

けていることが致命的であるような変数や要因、あったほうがよいと思われる

視角や分析については積極的に指摘する。


